
東大和市南街・桜が丘地
域の歴史について

東大和市の成り立ち及び南街・桜が丘地域の成り立ちの歴史を纏
めてみました。(現在の地域が形成されたのは、第二次世界大戦
が大きく関係しております)今後この地域がどの様な形で発展さ
せ、安心安全な街づくりが出来るか皆様で考えてみましょう。

考えよう街創り筆者

2025年10月17日



本日の講演内容は以下の通りです

•東大和市／南街・桜が丘地域の地形を学ぶ

(防災・ハザードマップ、関連工事)

・ 歴史を学ぶ（東大和市／南街・桜が地域)

•  東大和市／南街・桜が丘地域に どの様な
建築物が建設されたか／されるか

(過去・現在・未来)



確認とお願い
• 皆様は何年東大和市にお住まいですか？

5年、１０年、１５年、２０年、３０年、４０年、それ以上
「本日の話の南街は1937年(昭和12年）から始まります；（88年前から)」

• 南街公民館「まちづくり懇談会」は2006年にスタートして本
年度で、２０年目を迎えます。



東大和市／立野・桜が丘・南街地域の防災対策／
歴史の調査方法(使用した資料)

AIを利用しての調査

昔は百科事典
を使用して調
査をしており
ました。



南街・桜が丘地域とは
• 桜が丘地域；日立航空機（陸軍エンジンの生産工場)

（東大和市駅から玉川上水駅迄；校正会霊園迄工場)

• 南街地域；工場の住宅地（昭和１６年頃整備；道路は

碁盤の目、上下水道完備）

・ 住民は全国から流入し、生産工場の為、人材的には種々の能力

を持った集合地域となった

・ 自治会は１００％加入(水道事業が市に移管する迄は）

• 南街ｖｓ本村地域の差別化

• 地番は南北の帯状(南街は正式地番には無し、市制で南街となった）

• 西より；芋窪、蔵敷、奈良橋、高木、清水、狭山

• 自治会名；栄１～３、協和１～３、末広１，２、大和通り、親和(旧南街地域)

• 学校 ；大和小学校、中学校、大和小学校分教場(南街)

• 桜が丘のマンション；２９年前にグランバサージュが建設今に至る

• 地域として地縁、血縁の全くない地域／地域を纏める何らかの方法が必要



南街・桜が丘地域の特徴

地盤的には問題ない地域である
・ 立川断層が近くにあるが直下ではない
・ 天災に対して問題が少ない

津波、洪水、崖崩れ、液状化
・ 南街地域は家屋密集地域である。

（市の人口の約２５％が狭い地域に居住している）
・ 南街地域は地震に対しての高危険度地域である
・ 南街地域は高齢者が極めて多い（老老防災）
・ 地震に関する地域危険度測定で高度危険地帯と判定

された。
この為当該地域は災害時に火災発生対応が必須である
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地形と災害対策（天災／人災）とは
• 地震 ；・建物崩壊、火災

(天災)・洪水；堤防崩壊による河川の洪水、堤防越水

・がけ崩れ(山体崩壊)

・津波；海岸堤防の崩壊／越水

・交通事故

• 台風 ／線状降水帯(梅雨／夕立)；

(天災)・建物崩壊(強風による）

・洪水／高潮／浸水(この地域は浸水被害が多い)

・がけ崩れ

• 火災 ；・失火による大火

(人災)

(この地域は；川、湖、湿地、山、海、のいずれも無い高低差
の少ない土地です）
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南街・桜が丘地域の浸水は？

水害；次の3種類に区別される。
● 浸水(南街・桜が丘地域)、洪水 、津波





防災(減災)の工事が実施されております！！

どの様な工事が実施されているのか！！

 「南街・桜が丘地域の防災(減災)対策」

注目工事が始まっております
• なぜ「空堀川上流雨水幹線工事」が必要なのか？？



現在東大和市で大規模工事が実施
されております

•工事名；空堀川雨水幹線事業 

(東京都が工事)
•東大和市南部(南街・桜が丘地域を含む)地域を浸
水から守る。(将来的には武蔵村山市まで延長さ
れます）



東大和市の南部地域の浸水(雨水)対策



今回工事区間



第一期工事日程



この工事は将来第二小学校南前の道でも実施されます



シールドマシンの外観(外径；３、８４０mm,長さ；６、３１０ｍｍ) 



南街・桜が丘地域の成り立ち



南街の名称の由来

南街（なんがい）の名前の由来は、**「南の工場街」**という通称にありま
す。

 歴史的背景

• 1938年（昭和13年）、航空機エンジンを製造する工場が東大和市の南側
に移転。

• それに伴い、社宅・学校・商店街などが整備され、地域が急速に発展。

• 当時、北部は農村地帯だったため、工場が集まる南側の街は「南の工場
街」と呼ばれるように。

 地名の正式化

• この「南街」という呼び名は地元で定着し、1980年（昭和55年）に正式
な行政地名として採用されました。

• つまり、住民の間で使われていた通称がそのまま町名になった、地域の暮
らしと密接に結びついた名前です。



桜が丘の名称の由来
戦後の土地利用と開発
• この地域は戦前、日立航空機立川工場があり、戦後はGHQに接収さ

れて「大和空軍施設」として利用されました。
• 1973年に返還された後、住宅地として再開発され、町名地番整理が

進められました。
• その際、**新しい町名として「桜が丘」**が採用されました。

 地名の意味とイメージ
• 「桜」は日本人にとって春の象徴であり、親しみやすい花。
• 「丘」はこの地域が緩やかな高台に位置する地形を表しています。
• これらを組み合わせた「桜が丘」は、美しい自然と穏やかな住宅地

のイメージを持たせるために選ばれたと考えられます。
• 又現在の東大和市駅(旧青梅橋駅)から武蔵村山市の国立武蔵村山医

療センター付近まで得江戸代からの桜街道には道の中央に桜の木が
植えられおりました。



青梅橋の名称の由来(青梅橋駅→東大和市駅)
青梅橋の名称の由来

「青梅橋」という名前は、青梅街道が野火止用水を横断する地点に架けられた橋に由来し
ます。この橋は、**承応4年（1655年）**に野火止用水が開削された際に設けられ、交
通の要所として重要な役割を果たしました。

 名称の背景

• 青梅街道は、青梅成木から江戸へ石灰を運ぶための主要な物流路でした。

• この街道が野火止用水と交差する地点に橋が必要となり、架けられたのが「青梅橋」。

• 橋の名前は、街道の名称「青梅街道」にちなんで付けられたと考えられています。

 地名としての定着

• 橋は昭和38年（1963年）に野火止用水の暗渠化に伴い消滅しましたが、「青梅橋交差
点」や「青梅橋公園」などの地名にその名残が残っています。

• かつての「青梅橋駅」は、1979年に「東大和市駅」へ改称されましたが、駅名にも橋

の名称が使われていたことから、地域に深く根付いた名称だったことがわかります。

・江戸時代の青梅街道はここから左折して現在の武蔵村山市へ向かいますが、ここを左折
すると青梅の方向が初めて見ることが出来るので、青梅橋としたとの話もあります





理想工業都市構想
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現在でも継続している内容

• 都市計画区域

１９３９年５月(昭和１４年)；

都市計画法により、立川都市計画区域となった。

(立川町他十か町村；大和村も含む→現在も変わらず)

• 現在の自治会名の命名時期

１９４０年９月(昭和１５年)；

部落会・隣組・常会が設置される。

(この時期に、今の自治会名が付与されたのではないかと推測し

ます)



戦前の本村と南街の様子



1973年頃



爆撃で残った南街住宅地／工場の一部

• 爆撃されなかった南街住宅地／工場の一部が残っていたので今
の南街地域の発展があった。(なぜ米軍はこの地域を爆撃しな
かったのか？)

• 桜が丘地域は工場地域で多くの工場(1950年には中小75工場)が
あったが、日産村山、小松ゼノア、ブリジストン等の撤退／生
産縮小により、これら中小工場も撤退し、高さ制限のない用土
地域の為、マンション群の建設が開始された。





米軍基地の建設と反対運動
• 1950年（昭和25年）

朝鮮戦争の勃発により、米軍基地の新設計画が浮上。
• 1952年（昭和27年）

西武鉄道所有地が米軍兵舎用地として通告される。大和村では「在日合衆国軍兵舎接地反対期成同盟」が
結成され、村民大会など反対運動が展開。

• 1953年（昭和28年）
土地収用が認定され、7月15日に正式に収用。中学校の移転費用などがバーターとして交渉される。

 基地の開設と運用
• 1955年（昭和30年）

極東空軍「大和基地」として完成。
• 1956年（昭和31年）2月24日

正式開設。立川空軍基地D地区の一部として位置づけられ、
宿舎や教育施設が整備される。

 返還と跡地利用
• 1973年（昭和48年）

第14回日米安全保障協議委員会で返還が合意され、同年6月30日に全面返還。
• 1980年代以降

跡地には公園、高校、給水所、警視庁訓練施設、住宅団地などが整備され、地域の再生が進
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旧及び新地番の相違

•

1970年(昭和４５年)から；東大和市～1919年(大正８年)～大和村、大和町；1970年まで



東京瓦斯電～小松ゼノア迄の推移
• 1949年（昭和24年）：戦後の企業再建整備法に基づき、日立航

空機は解体され、**「東京瓦斯電気工業株式会社」**として再
出発しました。これが現在のハスクバーナ・ゼノアの源流のひ
とつです。

• • 1953年：富士自動車株式会社と合併し、立川工場は富士自
動車の一部となります。

• • 1962年：**小松製作所（コマツ）**と業務提携を開始。

• • 1972年：大日本機械工業株式会社と合併し、社名をゼノア
株式会社に変更。

• • 1979年：小松部品株式会社と合併し、小松ゼノア株式会社
となります。

• • 2000年(平成12年)に東大和市から移転。





桜が丘地域マンション等の竣工年月
• 西武東大和マンション（西武東大和ハイツ）

竣工年月：2003年3月

• ステイツ武蔵野東大和グランパサージュ（グランバサージュ）

竣工年月：1996年1月

• 東京ユニオンガーデンン

竣工年月：2006年８月

• プラウド地区住宅

竣工年月：201０年1月

• オーベルグランデュオ（オーベルシリーズ）

竣工年月：2010年10月

• 高木青梅橋マンション ・第一光が丘；竣工；1964年(昭和39年)

竣工年月：1980年  ・新海道地区；竣工；1973年(昭和48年)

• 高木第二青梅橋マンション ・丸山台住宅；竣工；1976年(昭和51年)

竣工年月：1982年4月

• 森永社宅（森永乳業・多摩工場関連）

社宅設立：1960年代後半～1970年



富士見通り商栄会及び大和通り共栄会の歴史
• 富士見通り商栄会の歴史

• 昭和３０年(１９５５年)；富士見通り商栄会発足
• 昭和３７年(１９６２年)；大和町内で初めての舗装道路建設
• 平成元年 (１９８９年)；道路改修(歩道設置)／街路灯設置
• 平成２６年(２０１４年)；道路全面改修(歩道インターロック)

／街路灯のＬＥＤ化

• 大和通り共栄会の歴史
• 昭和２５年(１９５０年)；大和通り共栄会の発足
• 昭和３８年(１９６３年)；道路の舗装が完成
• 平成元年 (１９８９年)；道路改修(歩道設置)／街路灯設置／電柱を民地に移設
• 平成２０年(２００８年)；青梅街道と２６号線の交差点に桜(陽光)の植樹決定
• 歩道拡幅事業／雨水対策を含む

‘・第一期；平成２７年度(２０１５年度)区間；東大和駅前～南街交番

(街路灯も新規にLED化を行った)

 ‘・第二期；平成２８年度(２０１６年度)区間；南街交番～東大和病院

 ‘・第三期；平成３０年度(２０１８年度)区間；東大和病院～中央通り

• 東大和市商工会；1967年昭和42年設立；商工会館建設；1978(昭和53年)







東大和病院の歴史

• 1939年（昭和14年）；「日立航空機株式会社付属病院」 が開設

• 1951年(昭和２６年)；戦後に日立航空機（株）付属病院の土地と建物が、日興工業
（株）から 医療法人財団大和会 に寄付される形で、「大和病院」（150床）が創立

• 1970年(昭和４５年)；３階病棟建築(182床)

• 1989年(昭和64年)；第一期A棟；７階病棟建築(東大和病院に改称)

• 1997年(平成９年)；第二期B棟完成(２３８床)

• 2005年(平成17年)；武蔵村山病院開設

• 2011年(平成23年)；ほっと支援センター南街開設

• 2013年(平成25年)；東大和病院付属セントラルクリニック開設





スーパーマーケットの展開

• いなげや；1960年(昭和35年)開店～現在

• 忠実屋；1975年(昭和50年)～1994年(平成６年)

• ダイエー；1994年(平成６年)～2012年(平成24年)

• ヤオコー；2013年(平成25年)～現在

• ヨーカドー；2003年(平成15年)～2024年(令和６年)

• LICOPA(ヨーカドー);2024(令和6年)～



青梅橋駅→東大和市駅の歴史
開業と名称の由来

• 1.昭和25年（1950年）5月15日、西武鉄道の上水線（小川駅〜玉川上水駅間）開
通とともに「青梅橋駅」が開設されました。これは日立航空機立川工場への専用
鉄道がルーツです。 

• 2.「青梅橋」の名前は、野火止用水と青梅街道が交差する地点に架けられた橋か
ら取られたものです。

• 3. 電化・路線延伸

• 昭和29年（1954年）1月12日にこの区間は電化されました。

• 昭和37年（1962年）9月1日に小川〜萩山間が開通し、立川市へ路線が延伸、上
水線から拝島線となりました。

• 4. 駅名の変更と高架化

• 昭和54年（1979年）3月25日、「青梅橋駅」は「東大和市駅」に改称されまし
た。これは地区内に複数ある「青梅」という地名との混同を避け、市の玄関駅と
してふさわしい名称にするための市の要望によるものです。

• 5.昭和55年（1980年）7月17日には、踏切渋滞解消を目的に高架化され、現在の
姿になりました。

• 6．令和６年(2024年)；無人化

• 7. 南口の歩道には「庚申塔の道しるべ」や、青梅橋の橋柱の一部が今でも見ら
れ、江戸時代からの交通史を伝えています。





その他施設の建設時期

• 校正霊園建設；1951年(昭和２６年)

• モノレール；1997年(平成9年)；開通

• 森永工場建設；1966年（昭和41年）2月

• 中小企業大学校開校；1997年(昭和52年)

• 都立東大和南高校開校；1984年(昭和59年）4月

• 都立東大和南公園の開園；1986年(昭和61年)6月



南街地区の自治会の歴史
• 現在の自治会名の命名時期

１９４０年９月(昭和１５年)；部落会・隣組・常会が設置される。

(この時期に、今の自治会名が付与されたのではないかと推測します。

但し戦前はどの程度組織化し／活動していたか不明です)

・昭和21年(1946年)に栄一丁目自治会が第一回お祭りをした記録があ

りますので、この時点で「親和、大和通り、協和一～協和三、栄一～三、

末広一、二」の自治会の組織化が開始され、昭和２５年(1950年)頃に

ほぼ確定して、現在に至ているのではないかと推測します。

現在南街地区の自治会は、以下の通りです。

親和、大和通り、協和二、協和三、第一光ヶ丘、末広一、末広二、栄一、栄
二、栄三、新海道(協和一は解散）





水道事業の移管／都市ガス
水道事業移管の歴史

• 南街連合自治会の管理；スタートが明確でなく戦後１９４５年

(昭和20年)の早い時からか？～1970年(昭和46年)3月迄

南街連合自治会が管理していた時は住民は各自治会に加入する事

が必須であったため為、自治会加入率は１００％に近い形であったが

、市に移管以降はその縛りが無くなり、水道事業の移管は自治会の

崩壊の要因となりました。

• 東大和市の管理；1970年4月(昭和45年)～1973年11月(昭和48年)

• 東京都の管理；1973年12月(昭和52年)～

都市ガスの導入開始

• 1966年(昭和41年)～



南街連合自治会／南街地区自治会集会所委員会

南街連合自治会は戦後南街地区の自治会を纏めて、水道事業、お祭
り及び消防団の支援を実施しておりました、現在いつ発足し、いつ解
散したか、明確な日時は記録が離散して判りません。

解散の主要原因として、

・ 役員の高齢化で役員の引継ぎが出来なかった。

・ 水道事業の移管で、自治会の縛りが無くなった。

推定発足／解散時期(推定)

・南街連合自治会；1952年(昭和27年)頃発足〜1988年(昭和63年)頃解散

・南街地区自治会集会所委員会；1989年(昭和64年)頃発足〜



南街地区自治会集会所

(以前は学童として使用していた）

南街地区自治会集会所倉庫
(南街睦の御神輿も保管さ
れている)

南街連合自治会が水道用事務
所として使用していた



南街地区のお祭りの変遷
• 南街連合自治会の南街祭り； 1952年(昭和27年)頃開始〜1988

年(昭和63年)頃終了

• 南街睦の発足；1978年(昭和53年)に神輿製作を開始し、1981年

(昭和56年)8月に渡御を行い現在に至っております。

尚南街祭りは1993年(平成5年)頃まで南街連合自治会を

引き継ぎ開催しました。(中止の理由は第二小学校校庭

が使用禁止になった為です。

・成連会による南街祭りの開始；2021年(令和3年より)〜

・現在お祭りを実施している自治会名

栄一、栄二、栄三、協和二、協和三、第一光ヶ丘



お祭り関連



南街公民館関連

南街公民館等の歴史

• 市役所南街出張所；１９６３年(昭和38年)７月開設～１９９１年６月廃止

• 南街老人福祉会館；１９７０年(昭和45年)４月開設～

• 旧南街公民館 ；１９７１年６月開設(昭和46年)～１９９１年(平成3年）廃止

• 新南街公民館 ；１９９３年５月(平成５年)開設～

• 南街消防団詰所 ；１９６０年頃開設(昭和3５年)～１９９１年(平成3年）廃止

• 第七分団新詰所 ；１９９１年(平成3年）開設～



南街老人福祉館



金融機関関連

• 郵便局

・1948年(昭和23年) 3月；大和村郵便局分室開設

・1958年(昭和33年)11月；大和町南郵便局に名称変更

・1970年(昭和45年)10月；東大和南街郵便局に名称変更

• 青梅信用金庫

・1962年(昭和37年)7月；東大和店開設

• 多摩信用金庫

・1983年(昭和58年)６月；東大和店開設

• 三井住友銀行

・1990年(平成02年)04月；太陽神戸銀行開設

・2024年(令和06年)12月；三井住友銀行(LICOPAに移動）





東大和市消防団第七分団

• 昭和22年4月；消防団令の交付；大和村は８個分団体制となる

(多分この時点で第七分団が設立されました）

・昭和45年10月；東大和消防団となり第七分団も今に至り

ます。

• 南街消防団詰所；１９５５年頃開設(昭和30年)～１９９１年(平成

3年）廃止

• 第七分団新詰所；１９９１年(平成3年）開設～





南街・桜が丘地域防災協議会
南街・桜が丘地域防災協議は2008年4月(平成20年）に南街及び桜が丘地域

の自治会及びマンション管理組合(現在２１団体)と第二小学校／中学校、南街
公民館と共同でこの地域を安全／安心した地域にする為に結成しました。(南
街連合自治会の消滅による自治会活動の活性化の目論見もありました)、現在
結成以来18年目を迎えております。

• 2009年(平成21年)；地デジ放送切り替えで、地域電波強度測定、以降

東京都と調整し、「マイテレビ」との格安契約取り付け

• 2012年(平成24年)；第一回東京防災隣組に認定される。

• 2011年(平成23年)；東日本大震災／福島原子力発電所の事故発生

；同年7月より地域公園１７カ所の空間放射線量測定開始

・2013年(平成25年)；内閣府白書報告

• 2023年(令和5年）；コミュニティースクールの開始によりニ小／二中と

一層の連繫の強化



1 協和三丁目公園
付表１ 単位；μSv/h

高さ 23/7/27 8/24 9/26 10/5 10/20 11/8 11/24 12/8 12/27 24/1/12 1/26 2/9 2/24 3/14 3/29 5/9 6/13 7/11 8/8 9/12 10/10 11/14 12/12

５ｃｍ 0.088 0.083 0.081 0.104 0.083 0.084 0.082 0.089 0.090 0.077 0.069 0.078 0.067 0.076 0.071 0.070 0.069 0.067 0.068 0.070 0.068 0.075 0.076
１ｍ 0.074 0.082 0.067 0.087 0.068 0.069 0.073 0.070 0.063 0.067 0.061 0.065 0.064 0.067 0.061 0.063 0.057 0.058 0.050 0.059 0.059 0.058 0.065

高さ 25/1/9 2/12 3/13 5/8 7/10 11/13 26/1/8 3/12 5/14 7/10 9/10 11/12 27/1/14 3/11 5/13 7/08 11/11 28/1/13 3/09 6/08 9/14 12/14 29/3/8

５ｃｍ 0.064 0.059 0.062 0.069 0.064 0.060 0.065 0.059 0.059 0.051 0.054 0.058 0.059 0.056 0.053 0.055 0.057 0.056 0.059 0.055 0.047 0.056 0.055

１ｍ 0.057 0.060 0.058 0.055 0.050 0.057 0.060 0.050 0.057 0.050 0.046 0.051 0.057 0.056 0.046 0.054 0.050 0.051 0.050 0.050 0.046 0.050 0.052

高さ 29/6/14 9/13 12/13 30/3/14 30/6/13 9/12 12/14 31/3/13 01/6/12 9/11 12/11 02/3/11 02/6/10 9/09 12/09 03/3/10 03/6/09 9/08 12/09 04/3/09 04/6/08 9/14 12/14

５ｃｍ 0.048 0.044 0.054 0.046 0.048 0.045 0.050 0.051 0.044 0.045 0.050 0.045 0.046 0.046 0.048 0.048 0.045 0.047 0.046 0.045 0.043 0.046 0.050

１ｍ 0.042 0.052 0.050 0.047 0.042 0.046 0.050 0.046 0.041 0.043 0.047 0.044 0.043 0.043 0.050 0.044 0.035 0.042 0.041 0.041 0.039 0.043 0.039

　

高さ 05/3/08 05/6/14 9/13 12/13 06/3/13 06/6/12 10/23 07/2/12

５ｃｍ 0.055 0.045 0.044 0.046 0.063 0.044 0.051 0.047 協和三丁目公園

１ｍ 0.053 0.045 0.042 0.045 0.042 0.041 0.042 0.048 単位；μSv/h

測定高さ 放射線量

23/7/27 07/2/12 減少比率

５ｃｍ 0.088 0.047 46.59%

１ｍ 0.074 0.048 35.14%

測定日

 

    

    

    

    

   

    

  
  
  
 

  
  

  
  

  
  

  
  
 

  
  

  
  
 

  
  

  
  
 

  
  
  
 

  
    
 

  
  

  
  

  
    
 

  
  

  
    
 

  
  

  
  
 

  
  
 

  
  
 

  
  
  

  
  

  
    
 

  
  

  
  
 

  
  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  
 

  
  
  
 

  
  

  
  

  
  

  
  
 

  
  
  
 

  
  

  
  

  
  

  
  
 

  
  
  

  
  

  
  

  
  
 

  
  
  
 

  
  
  
 

  
  

  
  
 

  
  
  
 

  
  
  
 

  
  

  
  
 

  
  
  
 

  
  
  
 

  
  

  
  
 

  
  
  
 

  
  
  
 

  
  

  
  
 

  
  
  
 

  
  
  
 

  
  

  
  
 

  
  
  
 

  
  
  
 

  
  

  
  
 

  
  
  
 

  
  
  
 

  
  
 

  
  
  
 

協和三丁目公園

５ｃｍ １ｍ

空間放射線量測定結果(12年間の実績)





これからの南街を考えると(1)
• 東大和市がこのまま発展が停滞すると、都会の過疎地域になってしまうのではないか！現在実施

している大型インフラ事業としては、下記のみです。

・空堀川上流雨水幹線事業(P14～P18参照)；いずれ富士見通りの地下にも延伸されます。

・都市計画道路3.4.17号線の拡張／無電柱化→この延伸が重要です。

・

東大和市駅

この部分の延伸が必要！！



都市計画道路3.4.17号線の拡張／無電柱化



これからの南街を考えると(2)

・現在；「東大和市駅前周辺街づくり」の検討が開始されており
ますが、東大和駅前の開発の方向づけは大変重要な案件です。

• 次世代人材の新しい「イベントの芽吹き」を継続させる事が必要

・南街まつり

・東大和市駅高架下の夜市

・ヒガシヤマトみらい基地の各種活動



邦歴から簡易西暦変換計算式(下2桁)
• 昭和VS西暦

換算式；昭和歴＋25＝西暦

例； 20年＋25＝45年

• 平成VS西暦

換算式；平成歴＋88＝西暦

例； １年＋88＝1989年

• 令和VS西暦

換算式；令和歴＋18＝西暦

例； 7年＋18＝2025年



ご清聴ありがとうございました
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